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令
和
7
年
5
月
14
日
（
水
）
、田

沼
中
央
公
民
館
に
て
「
令
和
7
年

度
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
1
3
6
人
の
町
会

長
が
出
席
し
、「
前
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
」「
今
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
」「
会
則
及
び
規
程
の

改
正
」「
連
合
会
役
員
の
改
選
」
に

つ
い
て
の
7
議
案
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
上
、
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
お

か
げ
で
無
事
一

期
目
が
終
了

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、一
期
目
の
２
年
間
で
強
く

感
じ
た
こ
と
は『
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
』『
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
』

が
、
想
像
以
上
に
佐
野
市
で
は
進

ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
、連
合
会
の
会
議
等
で『
２

の
壁
』の
話
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
世
帯
当
た
り
何
人
住
ん
で

い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

令
和
６
年
度
の
デ
ー
タ
で
す

が
、
佐
野
市
は
2
・
15
人
／
世

帯
で
、栃
木
県
の
平
均
が
2
・

21
人
／
世
帯
と
、
佐
野
市
は

県
内
４
番
目
に
一
世
帯
当
た

り
の
人
数
が
少
な
い
の
で

す
。
ま
た
、
佐
野
市
は
、

2
0
5
0
年
に
は
高
齢
化
率

が
40
％
を
超
え
る
予
測
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
数
値
を
見
て
、

ど
の
よ
う
に
町
会
運
営
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　『
従
来
と
同
じ
』で
は『
町

会
は
崩
壊
・
消
滅
』し
ま
す
。

各
町
会
が
本
格
的
に
町
会
の

存
続
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
連
合
会
と
し
て
は
、
役
員

の
成
り
手
不
足
等
対
策
と
し

て
、
町
会
長
の
仕
事
の
軽
減

化
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、市
に

対
し
、町
会
へ
の
依
頼
業
務
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
、担
当
部

署
と
の
話
し
合
い
を
行
い
、町

会
の
実
情
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
会
長
連
合
会
会
長
と
し
て

二
期
目
を
迎
え
て

　
　

 『
町
会
消
滅
を
考
え
る
』

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
会
長

　
　
　若
松
町
（
城
東
）
町
会
長

　
　
　
　
　
　

 

　

 

厚
木

　健
志

令和７年度佐野市町会長連合会総会開催！
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5
月
29
日
（
木
）
、
佐
野
市
町
会
長
連

合
会
の
新
役
員

が
市
役
所
を
訪

問
し
、
金
子
市

長
に
、
町
会
長

へ
の
支
援
と
連

合
会
事
業
へ
の

協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
厚
木
会
長
か

ら
「
市
か
ら
の

依
頼
業
務
が
多
く
、
町
会
長
の
負
担
が
増
し

て
い
る
。
依
頼
さ
れ
る
担
当
部
署
と
協
議
す

る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
に
対
し

て
、
金
子
市
長
か
ら
「
市
と
町
会
が
意
見
交

換
を
行
う
場
は
必
要
で
あ
り
、
町
会
長
連

合
会
が
仲

立
ち
と
な

っ
て
ほ
し

い
。
今
後

も
市
と
町

会
の
良
好

な
協
力
体

制
を
進
め

て
い
き
た

い
」
と
ご

返
答
い
た

だ
き
ま
し

た
。

副
会
長

　浅
沼
町
町
会
長

　
　
　坂
井

　正
巳

　
町
会
長
に
な
り
３
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
度
、
連
合
会
副
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
各
町
会
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た

め
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
計　植

野
町(

泉)

町
会
長

　
　武
藤

　純
子

　
こ
の
度
、
連
合
会
会

計
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
植
野
町
（
泉
）
町

会
長
の
武
藤
で
す
。
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
町
会
の
皆
さ
ま

や
、
先
輩
方
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
会
長

　下
多
田
町
会
長

　
　尾
﨑

　
　始

　
少
子
高
齢
化
で
地
域

社
会
が
大
き
く
変
貌
し
、
町
会
は
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
副
会
長
と
し

て
、
今
後
の
町
会
運
営
の
よ
り
良
い
在
り

方
を
模
索
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
。副

会
長

　片
倉
町
会
長

　
　大
屋

　吉
久

  

片
倉
町
会
長
の
大
屋

吉
久
で
す
。
平
成
24
年
以
来
の
町
会
長

で
、
今
回
は
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
副
会

長
と
い
う
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
微
力
で
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10月23日(水)
講師:茨城県生涯学習社
会教育研究会会長 長谷
川幸介氏 演題「人間の
幸せの魔法と地域社会」

1月17日(金)
新春祝賀会並びに佐野市
町会長連合会表彰

（受賞者23名）

　行政と町会との協働体
制がとれるように、各行
政機関及び地域担当職員※

と共に課題に取り組んで
まいります。

※地域担当職員とは、市民と行
政との協働によるまちづくり
を推進するため、地域に配置
された市職員をいいます。

●全市一斉清掃
●町会長及び町会役員を
対象とした研修

●町会活動永年表彰
●福祉、都市計画、教育
等への委員参画

●栃木県自治会連合会事
業への参画

●市が主催する各種事業
への参画

「地域づくり検討部会」
において、町会課題の調
整研究及び解決策の検討
を行い
ます。
　　

「会報編集部会」におい
て、町会に関する情報を
お知らせする
会報誌を作成
し、年２回発
行します。

　7月3日(水)、町会加入
率が９割を超える福島県
会津若松市区長会を視察
しました。
　研修会では、町会加入
促進について意見交換を
行いました。

連
合
会
新
役
員
紹
介

町
会
長
連
合
会

　新
役
員
「
市
長
面
会
」

令和６年度の事業報告（概要）

視 察 研 修

町会長・町会役員研修会

その他として

町会課題の解決会報の作成

新春祝賀会・表彰

行政と町会について 町会長連合会
令和７年度の主な事業
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老
朽
化

に
よ
っ
て

建
て
替
え

ら
れ
て
い

た
植
野
町

（
泉
）
町

会
の
新
公

民
館
が
完

成

し

、

様
々
な
町

会
行
事
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
公
民
館
は
、
入
り
口
や
通
路
の
手
す

り
、
段
差
の
な
い
床
、
車
い
す
で
も
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
を
設
け
、
高
齢
者
や
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
に
も
優
し
く
使
い
や
す

い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
特
徴
の
公
民
館
で

す
。

　
武
藤
純
子
町
会
長
は
「
新
公
民
館
は
、

明
る
く
、
だ
れ
に
で
も
使
い
や
す
い
公
民

館
を
目
指
し
ま
し
た
。
特
に
女
性
の
使
い

勝
手
を
考
慮
し
た
の
で
、
多
く
の
女
性
会

員
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
女
性
の

活
躍
を
支
え
る
公

民
館
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
新
公
民

館
に
込
め
た
思
い

を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

 

　
３
月
８
日
（
土
）
９
日
（
日
）
、
一
瓶

塚
稲
荷
神

社
で
伝
統

の
「
初
午

祭
」
が
開

催
さ
れ
、

ご
参
拝
と

立
ち
並
ぶ

出
店
を
楽

し
ま
れ
る

大
勢
の
お

客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
同
祭
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
続
く
伝

統
行
事
で
、
田
沼
地
区
町
会
長
連
絡
協
議

会
９
町
会

（
下
町
、

角
町
、
仲

町
、
田
沼

本
町
、
上

町
東
、
上

町
西
、
下

田
沼
、
瓦

町
、
原

町
）
と
山

越
町
会
の

計
10
町
会

が
「
田
沼
初
午
祭
交
通
安
全
実
行
委
員

会
」
に
参
加
し
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
大

切
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
が

四
季
折
々

の
花
を
楽

し
め
る
公

園
に
と
、

米
山
南
町

町
会
で
は

市
の
都
市

公
園
「
米

山
公
園
」

の
一
部
を
借
用
し
て
花
壇
を
作
り
、
花
を

植
え
る
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
米
山
南
町
の
元
町
会
長
で
同
活
動
の
代

表
者
で
あ
る
小
早
川
房
平
さ
ん
は
「
こ
の

活
動
は
、
地
域
の
人
が
こ
こ
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
始

め
た
も
の
。
一
年
中
花
を
楽
し
め
る
米
山

公
園
は
、
高
齢
者
の
散
歩
道
や
子
ど
も
た

ち
の
遊
び

場
と
し
て

親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
下

さ
い
」
と
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
上
町
西

町
会
で
は

町
内
情
報

を
迅
速
か

つ
効
率
的

に

発

信

し
、
住
民

と
の
情
報

共
有
を
図

る
た
め
、

L
I
N
E
を
用
い
た
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
「
市
民
活
動
モ
デ
ル
町
会
支
援
事

業
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
同
事
業
。

　
安
部
賢
二
町
会
長
は
「
L
I
N
E
に
よ

る
情
報
発
信
は
、
紙
に
よ
る
回
覧
板
と
異

な
り
迅
速
で
、
利
用
者
か
ら
継
続
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
を
多
く
い
た
だ
き
、
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
内
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
加

速
継
続
す
る

と
共
に
、
他
町

会
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
つ
い

て
も
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

江戸時代より続く「初午祭」

芝生広場花壇を彩る花々

LINE を用いた連絡・周知

 グランド中央花壇に咲く花々

事業報告会で取組成果を発表

様々な出店を楽しまれる方々

餅つき大会、会議室でつきたて餅を
あんで包む女性部の皆さん

植
野
町
（
泉
）
町
会

　
　
　
　新
公
民
館
完
成

一
瓶
塚
稲
荷
神
社

　「
初
午
祭
」
開
催
さ
れ
る

上
町
西
町
会

　「
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

米
山
南
町
町
会

　「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」

スロープと手すりを設け、段差を
なくしたバリアフリーな新公民館
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◇
町
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
災
害

時
の
対
応
」
や
隣
近
所
と
の
「
絆
」
づ
く
り
、

い
ざ
と
い
う
時
の
「
相
互
扶
助
」
な
ど
地
域

の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で

す
。
町
会
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

町
会
へ
の
加
入
と
町
会
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
今
年
度
も
、
市
内
1
6
7
町
会
の
中
、
新

し
く
67
人
の
町
会
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
ま
た
、
町

会
長
連
合
会
も
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
２
ペ
ー

ジ
案
内
の
通
り
の
皆
さ
ま
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
今
号
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
編
集
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
、「
か
ら
さ
わ
第
33
号
」
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
お
読
み
に
な
っ

た
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
掲
載
し
て
も
ら
い
た
い
内
容
や
皆
さ
ま

の
町
会
で
の
活
動
状
況
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
寄
せ
願
い
ま
す
。
　
　
　
　  

（
田
村
記
）

発
　
行
　
者
　
　
佐
野
市
町
会
長
連
合
会

　
〒
3
2
7‐8
5
0
1

　
栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

　
佐
野
市
役
所
５
階

　
☎
0
2
8
3‐85‐７
３
２
８

発
行
責
任
者
　
　
厚
木
　
健
志

編
集
部
会
長
　
　
田
村
　
僚
二

編
集
部
会
員
　
　
片
柳
　
孝
夫
　
　
岡
田
　
光
之

　
　
　
　
　
　
　
松
島
　
俊
夫
　
　
津
久
井
正
夫

　
　
　
　
　
　
　
戸
室
　
克
美
　
　
相
良
　
周
作

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
和
彦
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
坂
井
　
正
巳
　
武
藤
　
純
子
　

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

　
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
松
町

（
城
西
）

町
会
で

は
、
住
民

同
士
の
つ

な
が
り
を

深
め
、
安

全
で
安
心

し
て
暮
ら

せ
る
城
西

を
目
指
す

「
城
西
見
守
り
隊
」
活
動
と
し
て
『
城
西

お
た
っ
し
ゃ
く
ら
ぶ
』
事
業
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
「
市
民
活
動
モ
デ
ル
町
会
支
援
事

業
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
同
事
業
。

　
井
上
哲
男
町
会
長
は
「
今
後
も
『
城
西

お
た
っ
し
ゃ
く
ら
ぶ
事
業
』
を
推
進
し

て
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
城
西
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
下
秋
山

町
会
で

は
、
町
内

の
県
道
沿

い
に
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設

け
て
、
季

節
ご
と
の

花
を
植
え
て
景
観
を
良
く
し
、
人
の
心
を

潤
す
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
「
市
民
活
動
モ
デ
ル
町
会
支
援
事

業
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
同
事
業
。
　

　
戸
叶
光
一
町
会
長
は
「
年
間
を
通
し
て

美
し
い
花
々
が
地
域
住
民
の
心
を
潤
し
、

花
の
管
理
を
任
せ
た
高
齢
者
に
も
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
の
交

流
を
よ
り

一
層
深
め

る『
花
い
っ

ぱ
い
運
動
』

を
今
後
も

継
続
し
て

い
き
た
い
」

と
抱
負
を

話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
5
月
25
日

（
日
）、
令
和

7
年
度
全
市

一
斉
清
掃
が

実
施
さ
れ
、

小
雨
舞
う
天

気
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
早

朝
か
ら
多
く
の
住
民
の
方
々
が
清
掃
に
励

ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
並
木
町
（
堀
之
内
）
町

会
で
は
約
90
人
、
出
流
原
町
町
会
で
は
約

１
0
0
人
の
住
民
の
方
々
が
参
加
し
、
道

路
や
公
園
、
小
学
校
、
集
会
所
な
ど
の
町

内
公
共
施
設
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。

　
並
木
町
（
堀
之
内
）
の
戸
叶
一
町
会
長

も
出
流
原
町
の
長
竹
治
町
会
長
も
、「
こ

の
一
斉
清
掃
は
住
民
同
士
の
絆
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、

一
斉
清
掃
や
道

路
愛
護
活
動
な

ど
環
境
整
備
を

図
り
、
住
み
良

い
町
会
に
し
て

い
き
た
い
」
と

共
に
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し

た
。

旗川小周りの清掃を行う
並木町 (堀之内 )町会の皆さん

道路清掃を行う出流原町町会
の皆さん

事業の一つ「親子でミニ
門松づくり＆クリスマス
会」を楽しむ参加者

花を管理する地域の高齢者

下
秋
山
町
会

　「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

令
和
７
年
度

　「
全
市
一
斉
清
掃
」
実
施

若
松
町
（
城
西
）
町
会

　「
お
た
っ
し
ゃ
く
ら
ぶ
」

編
集
後
記

不法投棄ごみを掃除する
「城西見守り隊」の皆さん

町内に設置されたフラワーボックス

佐野市町会長連合会会報 第33号 （4）


